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企業概要①

企業理念

会社概要

日本国内の販売量は148億錠
日本の医療を支える医薬品メーカー
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企業概要②

生産拠点
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企業概要③

 1981年に九州工場完成。

 内服剤、注射剤の製造が可能

 1999年 (財)日本緑化センター会長賞受賞

 2008年 九州経済産業局長賞受賞

 2022年 注射棟竣工

延床面積 25,803 ㎡（約7,805 坪）

敷地面積 70,351 ㎡（約21,281 坪）

生産剤形 錠剤(素錠・フィルム錠)、

カプセル剤、注射剤(アンプル・バイアル)、

粒剤(顆粒剤・細粒剤・散剤・ドライシロップ)

製造品目数 263品目

就業人数 485名

九州工場
（福岡県飯塚市潤野）

第二九州工場
（福岡県飯塚市平恒）

 中容量小容量の生産スケールに特化している。

 2012年会社分割より沢井製薬第二九州工場となる。

 固形製剤棟を建設中

 延床面積 18,809 ㎡（約5,690 坪）

 敷地面積 60,395 ㎡（約18,629 坪）

 生産剤形 錠剤(素錠・フィルム錠)、

粒剤(顆粒剤・細粒剤・散剤・

ドライシロップ)

 製造品目数 195品目

 就業人数 430名

▼特徴▼特徴
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本モデル事業で
参加したモデルタイプ

これまでの歯科口腔保健の取り組み

2種類のモデルにおけるメリット・デメリットを比較し、今後の皆歯科健診本格導入に向け検討材料としたい

九州工場：タイプ4
・簡易検査（ワクチン接種時に実施）
・歯科保健指導（オンライン講座）

第二九州工場：タイプ2
・歯科健診（単独実施）
・歯科保健指導（対面指導）

第二九州工場 …未実施

九州工場 …2021年より歯科保健教育を実施

本モデル事業への参加が、歯科口腔保健における初の取り組み

▼取組内容
2021年度：全従業員へ歯周病予防について歯科保健指導を実施
2022年度：歯周病簡易検査ー歯肉溝バイオマーク検査を健康診断（5月）と集団ワクチン接種時（11月）にあわせ、

2回実施。 ⇒計55名が検査。（希望者のみ、費用自己負担）
同時に、健康保険組合実施の歯周病リスク検査（郵送検査）も実施 ⇒2名が検査。（一部負担金）

2023年度：健康診断（5月）時に歯周病簡易検査ー歯肉溝バイオマーク検査を実施。⇒26名が検査。（希望者）

歯科保健指導（全従業員）、健康診断時やワクチン接種時に簡易検査を実施（希望者、費用自己負担）

➡本モデル事業において、集団ワクチン接種時（11月）に全従業員を対象として実施
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《九州工場》 モデル事業実施の流れ（簡易な歯科検査・歯科保健指導（オンライン講義））

01
モデル事業参加
説明会・個別面談

02
関係者調整

03
受診案内等準備

05
歯科保健指導の実施

実施概要:タイプ4
簡易な歯科検査・歯科保健指
導（オンライン講義）の実施
対象者:全従業員対象
対象人数:485名
実施日程
2023年10月24日
2023年10月25日
リスク検査実施者数:418名
（男性208名、女性210名）

6月 9月~11月 9月

11月

06
とりまとめ

• 簡易な歯科検査の実施者
へ歯科健診の受診状況等
についての事後アンケートの
実施

• 自社アンケート（参加後）
の実施

１2月~1月

案内チラシ

• モデル事業に関する説明会
に参加

• モデル事業参加に向けて実
施の方法・内容・スケジュー
ルを個別相談

• 歯科保健指導の実施方法
について検討

• 歯科健診の案内チラシ作成、
周知

• 参加アンケートの回答依頼
• 前アンケートの配布
• 自社アンケート（例年）の
実施

04
簡易な歯科検査の実施

10月

• 集団(インフル)ワクチン接種
日の、10月24日25日の2
日間で実施

• 検体キットは事前配布し、
当日朝に検体採取、会場に
て回収(スタッフ2名)

• 検査業者へ
当日郵送

• 11月下旬健診結果到着
⇒検査結果を返却

• 地域の大学と連携し、歯科
保健指導(オンライン講座)を
実施

• 1時間程度の講義を全従業
員が受講(未検査者も含む)
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簡易な歯科検査・
歯科保健指導
（オンライン講
義）の実施 実施案内

配布
事前アンケート

終了

A

リスク低
B

リスク中
C

リスク高
総計

10代 22 3 1 26

20代 80 18 5 103

30代 81 28 6 115

40代 73 25 12 110

50代 33 18 4 55

60代 4 3 1 8

総計 293 95 29 417

年代別検査結果内訳

※未実施1

簡易な歯科検査
の実施

 判定Cの方に対し、結果に「医療機関受診報告
書」を同封し受診勧奨を実施

• 歯科医院へ受診勧奨
• 報告書の提出を呼びかけ

 歯科保健指導（オンライン講義）を実施

講話内容

• 歯周病の話や全身疾患との関連

• 口腔ケア

全従業員に対し、医師・歯科衛生士による講
話を実施

簡易検査実施後のフォローアップを実施

受診勧奨
の実施

歯科保健指導
（オンライン講義）の実施

《九州工場》 独自の取り組み
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《第二九州工場》 モデル事業実施の流れ（歯科健診・歯科保健指導）

01
モデル事業参加
説明会・個別面談

02
関係者調整

03
受診案内等準備

04
歯科健診・歯科保健指導実施

実施概要:タイプ2
歯科健診・歯科保健指導の実
施
対象者:参加希望者
対象人数:従業員430名
実施日程
2023年11月20日
2023年11月21日
実施者数:195名
（男性130名、女性65名）

• モデル事業に関する説明会
に参加

6月

• モデル事業参加に向けて実
施の方法・内容・スケジュー
ルを個別相談

8月

• 歯科健診の案内チラシ作成、
周知

• 参加アンケートの回答依頼
• 自社アンケート実施
• 受診スケジュール作成

9月~10月

11月

• 11月20日21日の2日間、
第二九州工場の会議室2
か所にて実施(スタッフ3名)

05
とりまとめ

• 歯科健診・歯科保健指導
実施者へ歯科健診の受診
状況等についての事後アン
ケートの実施

１2月~１月

案内チラシ（表） 案内チラシ（裏）
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歯科健診・歯科
保健指導の実施

歯科健診の実施 歯科保健指導の実施
実施案内

参加希望者募集

事前アンケート
自社アンケート

終了

A
異常無

B
要指導

C
要精密
検査

総計

10代 0 10 3 13

20代 1 55 6 62

30代 4 55 8 67

40代 0 31 8 39

50代 0 11 1 12

60代 0 2 0 2

総計 5 164 26 195

年代別検査結果内訳歯科健診会場 レイアウト

【当日の流れ】
①一次受付
②本受付
③歯科健診
④歯科保健指導

《第二九州工場》

 判定Cの方に対し歯科衛生士より
「医療機関受診報告書」を渡して
受診勧奨を実施
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アンケート内容

■参加者の歯科受診状況（実施前）
■参加者のセルフケアの状況（実施前後）
①歯みがきの頻度
②歯みがき以外のケア用品の使用

■参加者の歯科受診状況（実施後）
■参加者のセルフケアの状況（実施後）
①歯みがきでの心がけ
②検査をきっかけに知ったこと
③お口のケアに関しての意識
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アンケート内容

■参加者の歯科受診状況（実施前）
■参加者のセルフケアの状況（実施前後）
①歯みがきの頻度
②歯みがき以外のケア用品の使用

■参加者の歯科受診状況（実施後）
■参加者のセルフケアの状況（実施後）
①歯みがきでの心がけ
②検査をきっかけに知ったこと
③お口のケアに関しての意識
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3回以上

(84)
20.5%

2回

(273)
66.6%

1回

(52)
12.7%

0回 (1) 0.2%

簡易な歯科検査実施前後の参加者のセルフケアの状況
①歯みがきの頻度

 歯科健診の実施前・実施後で1日当たりの歯みがき回数はわずかに増加傾向であった。

セルフケア（歯みがきの頻度）

簡易な歯科検査実施前 簡易な歯科検査実施後n=418 n=410

3回以上

(73)
17.5%

2回

(281)
67.2%

1回

(64)
15.3%

《九州工場》
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3回以上

(50)
25.8%

2回

(123)
63.4%

1回

(20)
10.3%

0回 (1) 0.5%

歯科健診・歯科保健指導実施前後の参加者のセルフケアの状況
①歯みがきの頻度

 歯科健診の実施前・実施後で1日当たりの歯みがき回数は増加傾向にあった。

セルフケア（歯みがきの頻度）

歯科健診実施前 歯科健診実施後n=195 n=194

3回以上

(44)
22.6%

2回

(120)
61.5%

1回

(31)
15.9%

〈1回〉 参加前 15.9％ ➡ 参加後 10.3％ 減少
〈2回・3回以上〉 増加

《第二九州工場》
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アンケート内容

■参加者の歯科受診状況（実施前）
■参加者のセルフケアの状況（実施前後）
①歯みがきの頻度
②歯みがき以外のケア用品の使用

■参加者の歯科受診状況（実施後）
■参加者のセルフケアの状況（実施後）
①歯みがきでの心がけ
②検査をきっかけに知ったこと
③お口のケアに関しての意識

九州工場 第二九州工場

行動変容

◎

両工場で、歯みがきの頻度は増加
比較すると、第二九州工場の方がより大きな効果が得られている
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アンケート内容

■参加者の歯科受診状況（実施前）
■参加者のセルフケアの状況（実施前後）
①歯みがきの頻度
②歯みがき以外のケア用品の使用

■参加者の歯科受診状況（実施後）
■参加者のセルフケアの状況（実施後）
①歯みがきでの心がけ
②検査をきっかけに知ったこと
③お口のケアに関しての意識

九州工場 第二九州工場

行動変容

◎
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簡易な歯科検査実施前後の参加者のセルフケアの状況
②歯みがき以外のケア用品の使用

 歯科健診の実施前・実施後の歯みがき以外のケア用品の使用について、全ての回答選択肢で使用する者の割合が
増加しており、「何も実施していない」と回答する者の割合が減少した。

セルフケア（歯みがき以外のケア用品の使用）

簡易な歯科検査実施前 簡易な歯科検査実施後

(216), 52.7 

(109), 26.6 

(149), 36.3 

(0), 0.0 

(78), 19.0 

(0), 0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

歯間ブラシ・フロス

舌ブラシ・舌クリーナー

洗口剤

その他

何も実施していない

無回答

(179), 
42.8 

(87), 20.8 

(136), 
32.5 

(0), 0.0 

(127), 
30.4 

(2), 0.5 

0%20%40%60%80%

n=418 n=410

《九州工場》
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歯科健診・歯科保健指導実施前後の参加者のセルフケアの状況
②歯みがき以外のケア用品の使用

 歯科健診の実施前・実施後の歯みがき以外のケア用品の使用について、「歯ブラシ・フロス」を使用する者の割合が
増加し、「何も実施していない」と回答する者の割合が減少した。

セルフケア（歯みがき以外のケア用品の使用）

歯科健診実施前 歯科健診実施後

(101), 52.1 

(38), 19.6 

(53), 27.3 

(1), 0.5 

(55), 28.4 

0% 20% 40% 60% 80%

歯間ブラシ・フロス

舌ブラシ・舌クリーナー

洗口剤

その他

何も実施していない

(80), 41.0 

(39), 20.0 

(52), 26.7 

(6), 3.1 

(71), 36.4 

0%20%40%60%80%

n=195
n=194

《第二九州工場》
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アンケート内容

■参加者の歯科受診状況（実施前）
■参加者のセルフケアの状況（実施前後）
①歯みがきの頻度
②歯みがき以外のケア用品の使用

■参加者の歯科受診状況（実施後）
■参加者のセルフケアの状況（実施後）
①歯みがきでの心がけ
②検査をきっかけに知ったこと
③お口のケアに関しての意識

九州工場 第二九州工場

行動変容

◎
◎◎

両工場で、歯みがき以外のケア用品の使用者が増加
特に「歯ブラシ・フロスを使用する」者が増加している

オンライン講義で歯ブラシ・フロスの使い方について説明があったことや、
歯科健診では歯科衛生士から直接指導されたことで、具体的な行動に繋がった
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アンケート内容

■参加者の歯科受診状況（実施前）
■参加者のセルフケアの状況（実施前後）
①歯みがきの頻度
②歯みがき以外のケア用品の使用

■参加者の歯科受診状況（実施後）
■参加者のセルフケアの状況（実施後）
①歯みがきでの心がけ
②検査をきっかけに知ったこと
③お口のケアに関しての意識

九州工場 第二九州工場

行動変容

◎
◎◎
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簡易な歯科検査実施後の参加者の歯科受診状況

 簡易な歯科検査の結果、リスク低群の割合が7割と多い結果となった。
 リスク高の8割以上が「受診したまたは受診するつもりがある」と答えており、受診意思が高い。リスク中でも６割が受

診意向を示しており、受診行動につながっていると評価できる。

簡易な歯科検査の結果とその後の歯科受診状況

• アドチェック：A, B, Cの判定をそれぞれリスク低, 中, 高とした

簡易な歯科検査の結果 n=418 簡易な歯科検査の結果別歯科受診状況

33 26 35 1リスク中(n=95)

9 15 5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

リスク高(n=29)

受診した 今後受診するつもり
受診していない 回答無

リスク低

(293)
70.1%

リスク中

(95)
22.7%

リスク高

(29)
6.9%

未実施 (1)

0.2%

《九州工場》

受診率 約31％
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歯科健診・歯科保健指導実施後の参加者の歯科受診状況

 歯科健診の結果、リスクが高かった者ほど、歯科受診した者の割合が高く、その後の歯科受診行動につながっている
ことが伺える。

歯科健診の結果とその後の歯科受診状況

歯科健診の結果 n=195 歯科健診の結果別歯科受診状況

36 73 55リスク中(n=164)

11 8 6 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

リスク大(n=26)

受診した 今後受診するつもり
受診していない 回答無

異常なし

(5)
2.6%

要指導

(164)
84.1%

要精密

検査

(26)
13.3%

《第二九州工場》

受診率 約42％
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アンケート内容

■参加者の歯科受診状況（実施前）
■参加者のセルフケアの状況（実施前後）
①歯みがきの頻度
②歯みがき以外のケア用品の使用

■参加者の歯科受診状況（実施後）
■参加者のセルフケアの状況（実施後）
①歯みがきでの心がけ
②検査をきっかけに知ったこと
③お口のケアに関しての意識

九州工場 第二九州工場

行動変容

◎
◎◎
◎

両工場で、リスクの高かった者ほど受診意思が高く、受診行動にもつながっている。
リスク高/リスク大における受診率を比較すると、第二九州工場の方がより高い受診率となって
いる。
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アンケート内容

■参加者の歯科受診状況（実施前）
■参加者のセルフケアの状況（実施前後）
①歯みがきの頻度
②歯みがき以外のケア用品の使用

■参加者の歯科受診状況（実施後）
■参加者のセルフケアの状況（実施後）
①歯みがきでの心がけ
②検査をきっかけに知ったこと
③お口のケアに関しての意識

九州工場 第二九州工場

行動変容

◎
◎◎
◎
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簡易な歯科検査実施後の参加者のセルフケアの状況
 歯周病に関する知識として、「痛みがなくても静かに進行する」ことは56%、それ以外の項目でも3~4割の参加者が

歯科検査をきっかけに知ったと回答している。
 セルフケア行動の変化として「歯ブラシの動かし方への意識」や「歯みがきの時間が長くなった」等、丁寧な歯みがきを

行うことができている。

セルフケア・意識・知識の変化

簡易な歯科検査後の
歯みがきでの心がけ

簡易な歯科検査実施後の
お口のケアに関しての意識n=410 n=410

簡易な歯科検査をきっかけに
知ったこと n=410

(48)
11.7 

(204)
49.8 

(9)
2.2 

(120)
29.3 

(111)
27.1 

0% 20% 40% 60%

歯ブラシや歯みがき粉を変えた

歯ブラシの動かし方を意識する

ようになった

歯みがきの回数が増えた

歯みがきの時間が長くなった

上記で実施しているものはない

(149)
36.3

(159)
38.8

(230)
56.1

(121)
29.5

(145)
35.4

(21)
5.1

0% 20% 40% 60%

口臭の原因である

30歳代でも歯周病になる

痛みがなくても静かに進行す

る

予防やケアには歯みがきのほ

かに歯間ブラシ・フロスの…

定期的な歯科医院でのお

口の専門的なチェックやケ…

上記で知っていることはない

(326)
79.5

(110)
26.8

(99)
24.1

(18)
4.4

0% 50% 100%

丁寧な歯みがき

歯ブラシ以外のお口のケア

用品の使用

歯科医院の受診

その他

《九州工場》
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歯科健診・歯科保健指導実施後の参加者のセルフケア

 歯科健診実施後のセルフケア・意識の変化として、歯ブラシの動かし方を意識し丁寧な歯みがきを行うようになったこ
とが伺える。また、歯周病が口臭の原因であることや定期的な歯科医院の受診が必要であることについては７割以上
が歯科健診をきっかけに知ったと回答している。

セルフケア・意識・知識の変化

歯科健診後の
歯みがきでの心がけ

歯科健診実施後の
お口のケアに関しての意識n=194 n=194

歯科健診をきっかけに
知ったこと n=194

(20)
10.3 

(93)
47.9 

(15)
7.7 

(49)
25.3 

(56)
28.9 

0% 50% 100%

歯ブラシや歯みがき粉を変えた

歯ブラシの動かし方を意識する

ようになった

歯みがきの回数が増えた

歯みがきの時間が長くなった

上記で実施しているものはない

(150)
77.3

(103)
53.1

(109)
56.2

(112)
57.7

(143)
73.7

(3)
1.5

(1)
0.5

0% 50% 100%

口臭の原因である

30歳代でも歯周病になる

痛みがなくても静かに進行す

る

予防やケアには歯みがきの

ほかに歯間ブラシ・フロス…

定期的な歯科医院でのお

口の専門的なチェックやケ…

上記で知っていることはない

無回答

(135)
69.6

(55)
28.4

(51)
26.3

(11)
5.7

0% 50% 100%

丁寧な歯みがき

歯ブラシ以外のお口のケア

用品の使用

歯科医院の受診

その他

《第二九州工場》
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アンケート内容

■参加者の歯科受診状況（実施前）
■参加者のセルフケアの状況（実施前後）
①歯みがきの頻度
②歯みがき以外のケア用品の使用

■参加者の歯科受診状況（実施後）
■参加者のセルフケアの状況（実施後）
①歯みがきでの心がけ
②検査をきっかけに知ったこと
③お口のケアに関しての意識

九州工場 第二九州工場

行動変容

◎
◎◎
◎

◎ ◎
◎

◎

両工場で、「歯ブラシの動かし方を意識するようになった」者が約50％になっており、意識やセ
ルフケアの変化に繋がっている。
比較すると、九州工場ではより多くの者が「丁寧な歯みがき」を意識するようになっている。

◎
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アンケート内容

■参加者の歯科受診状況（実施前）
■参加者のセルフケアの状況（実施前後）
①歯みがきの頻度
②歯みがき以外のケア用品の使用

■参加者の歯科受診状況（実施後）
■参加者のセルフケアの状況（実施後）
①歯みがきでの心がけ
②検査をきっかけに知ったこと
③お口のケアに関しての意識

九州工場 第二九州工場

行動変容

◎
◎◎
◎

◎ ◎
◎

◎
2工場を比較すると…

・両工場ともに、実施内容が行動変容に繋がっている
・歯科医師や歯科衛生士より対面で個別指導を受けることで、その後の行動変容により大きな
効果があらわれた
・歯科保健指導は、定期的に継続して行うと全従業員の意識変容に効果的

◎
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（参考）アンケート結果まとめ

九州工場 第二九州工場

モデルタイプ タイプ4

・簡易な歯科検査
・歯科保健指導（オンライン講座）

タイプ2

・歯科健診（対面）
・歯科保健指導（対面）

対象 全従業員対象⇒参加者 418名
（参加率約90％）

希望者 195名
（参加率約50％）

歯みがきの頻度 ・わずかに増加 ・増加

ケア用品の使用 ・すべて項目で使用増加
・「なにもしていない」が減少

・歯間ブラシ・フロスの使用増加
・「なにもしていない」が減少

歯科受診状況 ・リスク高・リスク中のうち約3割が受診済
み
・リスク高では8割以上が受診意向あり
・リスク中では6割以上が受診意向あり

・リスク大の4割以上が受診済み
・リスク中の2割以上が受診済み
・リスク大・リスク中の7～8割が受診意向
あり

セルフケア状況 ・3～4割が「歯科健診をきっかけに知っ
た」と回答
・８割が丁寧な歯みがきを行うようになっ
た

・7割以上が「歯科健診をきっかけに知っ
た」と回答
・7割が丁寧な歯みがきを行うようになっ
た
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今回の取り組みでの工夫や苦労した点

▼これまでの取り組みからみえてきた課題
①歯周病のリスクが高いと診断された方の歯科受診に確実につなげる
②歯周病をはじめ、歯やお口の健康について理解し、日々で実践できるように

九州工場

①歯周病のリスクが高いと診断された方の歯科受診に確実につなげるために

⇒「医療機関受診報告書」により、実際に受診したかどうかまでフォロー

さらに、地域の歯科医師会と連携し、受診時の対応について依頼



© 2024 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc. 29

今回の取り組みでの工夫や苦労した点

九州工場

②歯周病をはじめ、歯やお口の健口について理解し、日々で実践できるように

2022年度から実施してきた結果から、C：リスクが高い（要精査）と判定される割合が、検査者の
13％程度（今回では、60名前後）と予想。
C判定を３グループに分けた集団で歯科保健指導（オンライン講座）を、実施。

⇒結果は、C判定 29名（6.3％）と予想を下回った。

結果をもとに、
九州歯科大学 西原学長をはじめ、他教授・准教授の歯科医、歯科衛生士の先生方と相談し、

リスク検査の未実施者含む全従業員を対象に
歯科保健指導としてオンライン歯科講話を実施

歯周病についてだけでなく
お口や歯について知りたいことや
日々のケアなどを事前に調査し

先生方と共有
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今回の取り組みでの工夫や苦労した点

第二九州工場では、歯科健診は工場初の取り組み

⇒ 「参加者が集まらないのでは？」という大きな懸念

第二九州工場

ひとりでも多くの従業員に参加してもらうために

①ポスターを作成、電子掲示板なども活用し、開催をアピール
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⇒「参加を希望しない」方へ個別でフォロー及び勧誘を実施し、丁寧に参加を促す

➡参加希望者「201名」（フォロー前は188名） 参加率「47％」
※当日欠席などのため実際の参加者は195名

今回の取り組みでの工夫や苦労した点

Q:なぜ「参加を希望しない」？

1位(124票) 自身で普段から歯科健診を受診しているので、必要ない
2位(23票) 職場の同僚と一緒に受診したくない、恥ずかしい
3位(14票) 予定が合わない（出張、有給など）

その他 他人に口の中を見られたくない、業務が忙しい、歯医者が怖い

プライバシーに配慮した会場設営
カーテンで仕切る・BGMを流す

ポスターなどでも、今回は健診のみで、歯の治療は行わないことを強調

約50％

各部署に協力を依頼・ひとり15分程度

第二九州工場

ひとりでも多くの従業員に参加してもらうために

②従業員に自社アンケートを実施
⇒「参加を希望しない理由」を調査

▼アンケートの内容
・参加を希望する/希望しない
・参加を希望しない理由
・(定期)歯科健診を受診している/受診していない
・(定期)歯科健診を受診していない理由
・歯の治療を受けているか
・歯科健診の頻度はどれくらいか
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まとめ・今後の取り組み予定

予防活動を進めるには
・希望者だけでなく全従業員が、自身のお口や歯の状態を知る機会が定期的にあること（集団歯科
健診や簡易検査）
・同時に、専門家による教育機会・歯科保健指導があること
・日々のセルフケアを振り返る機会と、プロフェッショナルケアを受ける機会の、両方が必要

理想としては…
・例年はセルフチェックの機会として簡易検査を実施し
・2年に1度や、年齢の節目に、歯科健診を受診できる体制

九州工場・第二九州工場
九州工場：タイプ4

・簡易検査（ワクチン接種時に実施）

・歯科保健指導（オンライン講座）

メリット
従業員自身で簡単に検査でき、参加率も高い
工数が少なく済むので、事業所の負担が軽い
デメリット
行動変容に繋がるが、タイプ2に比較するとその効果は少し低い

第二九州工場：タイプ2
・歯科健診（単独実施）
・歯科保健指導（対面指導）

メリット
意識・行動変容に繋がり、効果が大きい
デメリット
希望者のみ募集では参加率が低い
全従業員を対象とすると工数が増え、会場や時間に課題あり

課題
・希望者のみ⇒参加率が低い、参加していない方をどうフォローするか
・タイプ2を全従業員で実施すると、工数が増え、実施期間も2日間⇒4日間に増大、事業所の負担が増える
・有料だと参加率が低下する懸念

全従業員対象 希望者のみ

従業員ひとりひとりの口腔の健康の
保持・増進や健康寿命につながる
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最後までご清聴ありがとうございました

沢井製薬のジェネリック医薬品
啓発キャラクターです

ジェネちゃんⓇ
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参考資料
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（参考）案内資料・結果報告書
《九州工場》
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10代(26)6.2%

20代

(103)
24.6%

30代

(115)
27.5%

40代

(110)
26.3%

50代

(56)
13.4%

60代(8)1.9%

（参考）参加者の属性

• 参加者の性別の割合は男性が49.8%、女性が50.2%
• 参加者の年代は20~40代の比較的若年の層が8割を占めた（30代27.5%、40代26.3%、20代24.6%）

モデル事業参加者の性別 モデル事業参加者の年齢構成
n=418 n= 418

男性

(208)
49.8%

女性

(210)
50.2%

《九州工場》

▼九州工場の男女比（全従業員）・・・同一
男性51％：女性49％
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簡易な歯科検査実施前の参加者の歯科受診状況

• 歯科健診受診者の過去１年間の歯科受診率は51.7%で約半数の方が受診している。
• うち、 66.7%が定期メンテナンスとして定期的な受診ができている。

簡易な歯科検査実施前
過去1年間の歯科受診率 n=418

簡易な歯科検査実施前
過去1年間の歯科受診目的 n=216

歯科受診した

（予約済含む）

(216)
51.7%

歯科受診し

ていない

(200)
47.8%

無回答 (2) 0.5%

(144), 66.7 

(102), 47.2 

(15), 6.9 

(5), 2.3 

0% 20% 40% 60% 80%

歯科健診・定期メンテナンス

治療（むし歯や歯周病等）

その他

無回答

《九州工場》
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3回以上

(84)
20.5%

2回

(273)
66.6%

1回

(52)
12.7%

0回 (1) 0.2%

簡易な歯科検査実施前後の参加者のセルフケアの状況
①歯みがきの頻度

 歯科健診の実施前・実施後で1日当たりの歯みがき回数はわずかに増加傾向であった。

セルフケア（歯みがきの頻度）

簡易な歯科検査実施前 簡易な歯科検査実施後n=418 n=410

3回以上

(73)
17.5%

2回

(281)
67.2%

1回

(64)
15.3%

《九州工場》
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簡易な歯科検査実施前後の参加者のセルフケアの状況
②歯みがき以外のケア用品の使用

 歯科健診の実施前・実施後の歯みがき以外のケア用品の使用について、全ての回答選択肢で使用する者の割合が
増加しており、「何も実施していない」と回答する者の割合が減少した。

セルフケア（歯みがき以外のケア用品の使用）

簡易な歯科検査実施前 簡易な歯科検査実施後

(216), 52.7 

(109), 26.6 

(149), 36.3 

(0), 0.0 

(78), 19.0 

(0), 0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

歯間ブラシ・フロス

舌ブラシ・舌クリーナー

洗口剤

その他

何も実施していない

無回答

(179), 
42.8 

(87), 20.8 

(136), 
32.5 

(0), 0.0 

(127), 
30.4 

(2), 0.5 

0%20%40%60%80%

n=418 n=410

《九州工場》
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簡易な歯科検査実施後の参加者の歯科受診状況

 簡易な歯科検査の結果、リスク低群の割合が7割と多い結果となった。
 リスク高の8割以上が「受診したまたは受診するつもりがある」と答えており、受診意思が高い。リスク中でも６割が受

診意向を示しており、受診行動につながっていると評価できる。

簡易な歯科検査の結果とその後の歯科受診状況

• アドチェック：A, B, Cの判定をそれぞれリスク低, 中, 高とした

簡易な歯科検査の結果 n=418 簡易な歯科検査の結果別歯科受診状況

33 26 35 1リスク中(n=95)

9 15 5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

リスク高(n=29)

受診した 今後受診するつもり
受診していない 回答無

リスク低

(293)
70.1%

リスク中

(95)
22.7%

リスク高

(29)
6.9%

未実施 (1)

0.2%

《九州工場》
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簡易な歯科検査実施後の参加者の歯科受診状況

• 歯科検査実施後に歯科医院はどのような場合に受診をするかを尋ねた際の回答として、定期受診すると回答した者
は50％であり、参加者のうち半数はセルフケア行動として定期的な歯科受診をする必要性を理解している。

簡易な歯科検査実施後
の歯科受診目的 n=４10

(205),50.0%

(196),47.8%

(6),1.5%

(3),0.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

歯科健診やお口の専門的ケア（メンテナンス）のために

定期受診する

痛み等の自覚症状があった場合に受診する

痛み等の自覚症状があった場合も受診しない

その他

《九州工場》
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簡易な歯科検査実施後の参加者のセルフケアの状況
 歯周病に関する知識として、「痛みがなくても静かに進行する」ことは56%、それ以外の項目でも3~4割の参加者が

歯科検査をきっかけに知ったと回答している。
 セルフケア行動の変化として「歯ブラシの動かし方への意識」や「歯みがきの時間が長くなった」等、丁寧な歯みがきを

行うことができている。

セルフケア・意識・知識の変化

簡易な歯科検査後の
歯みがきでの心がけ

簡易な歯科検査実施後の
お口のケアに関しての意識n=410 n=410

簡易な歯科検査をきっかけに
知ったこと n=410

(48)
11.7 

(204)
49.8 

(9)
2.2 

(120)
29.3 

(111)
27.1 

0% 20% 40% 60%

歯ブラシや歯みがき粉を変えた

歯ブラシの動かし方を意識する

ようになった

歯みがきの回数が増えた

歯みがきの時間が長くなった

上記で実施しているものはない

(149)
36.3

(159)
38.8

(230)
56.1

(121)
29.5

(145)
35.4

(21)
5.1

0% 20% 40% 60%

口臭の原因である

30歳代でも歯周病になる

痛みがなくても静かに進行す

る

予防やケアには歯みがきのほ

かに歯間ブラシ・フロスの…

定期的な歯科医院でのお

口の専門的なチェックやケ…

上記で知っていることはない

(326)
79.5

(110)
26.8

(99)
24.1

(18)
4.4

0% 50% 100%

丁寧な歯みがき

歯ブラシ以外のお口のケア

用品の使用

歯科医院の受診

その他

《九州工場》
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10代(13)6.7%

20代

(62)
31.8%

30代

(67)
34.4%

40代

(39)
20.0%

50代(12)6.2%

60代(2)1.0%

（参考）参加者の属性

• 参加者の性別の割合は男性が66.7%、女性が33.3%で男性の割合が多い。
• 参加者の年代は30代が34.4%、20代が31.8%であり、若年層の参加が多くみられた。

モデル事業参加者の性別 モデル事業参加者の年齢構成
n=195 n= 195

男性

(130)
66.7%

女性

(65)
33.3%

20代
＋
30代
＝

66.2％

《第二九州工場》

▼第二九州工場の年齢構成
・・・ほぼ同一

▼第二九州工場の男女比（全従業員）
男性63％：女性37％ ・・・ほぼ同一

10代

20代

30代

40代

50代
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歯科健診・歯科保健指導実施前の参加者の歯科受診状況

• 歯科健診受診者の過去１年間の歯科受診率は49.2%で約半数の方が受診している。
• うち、71.9%は定期メンテナンスとして受診をしている。

歯科健診実施前
過去1年間の歯科受診率 n=195

歯科健診実施前
過去1年間の歯科受診目的 n=96

歯科受診した

（予約済含む）

(96)
49.2%

歯科受診し

ていない

(99)
50.8%

(69), 71.9 

(40), 41.7 

(8), 8.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歯科健診・定期メンテナンス

治療（むし歯や歯周病等）

その他

《第二九州工場》
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3回以上

(50)
25.8%

2回

(123)
63.4%

1回

(20)
10.3%

0回 (1) 0.5%

歯科健診・歯科保健指導実施前後の参加者のセルフケアの状況
①歯みがきの頻度

 歯科健診の実施前・実施後で1日当たりの歯みがき回数は増加傾向にあった。

セルフケア（歯磨きの頻度）

歯科健診実施前 歯科健診実施後n=195 n=194

3回以上

(44)
22.6%

2回

(120)
61.5%

1回

(31)
15.9%

〈1回〉 参加前 15.9％ ➡ 参加後 10.3％ 減少
〈2回・3回以上〉 少し増加

行動変容に
繋がっている

《第二九州工場》
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歯科健診・歯科保健指導実施前後の参加者のセルフケアの状況
②歯みがき以外のケア用品の使用

 歯科健診の実施前・実施後の歯みがき以外のケア用品の使用について、「歯ブラシ・フロス」を使用する者の割合が
増加し、「何も実施していない」と回答する者の割合が減少した。

セルフケア（歯みがき以外のケア用品の使用）

歯科健診実施前 歯科健診実施後

(101), 52.1 

(38), 19.6 

(53), 27.3 

(1), 0.5 

(55), 28.4 

0% 20% 40% 60% 80%

歯間ブラシ・フロス

舌ブラシ・舌クリーナー

洗口剤

その他

何も実施していない

(80), 41.0 

(39), 20.0 

(52), 26.7 

(6), 3.1 

(71), 36.4 

0%20%40%60%80%

n=195
n=194

《第二九州工場》
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歯科健診・歯科保健指導実施後の参加者の歯科受診状況

 歯科健診の結果、リスクが高かった者ほど、歯科受診した者の割合が高く、その後の歯科受診行動につながっている
ことが伺える。

歯科健診の結果とその後の歯科受診状況

歯科健診の結果 n=195 歯科健診の結果別歯科受診状況

36 73 55リスク中(n=164)

11 8 6 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

リスク大(n=26)

受診した 今後受診するつもり
受診していない 回答無

異常なし

(5)
2.6%

要指導

(164)
84.1%

要精密

検査

(26)
13.3%

《第二九州工場》
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歯科健診実施後の参加者の歯科受診状況

• 歯科検査実施後に歯科医院はどのような場合に受診をするかを尋ねた際の回答として、定期受診すると回答した者
は46.9％であり、参加者のうち半数弱がセルフケア行動として定期的な歯科受診をする必要性を理解している。

歯科健診実施後
の歯科受診目的 n=194

(91),46.9%

(99),51.0%

(1),0.5%

(3),1.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

歯科健診やお口の専門的ケア（メンテナンス）のために

定期受診する

痛み等の自覚症状があった場合に受診する

痛み等の自覚症状があった場合も受診しない

その他

《第二九州工場》
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歯科健診・歯科保健指導実施後の参加者のセルフケア

 歯科健診実施後のセルフケア・意識の変化として、歯ブラシの動かし方を意識し丁寧な歯みがきを行うようになったこ
とが伺える。また、歯周病が口臭の原因であることや定期的な歯科医院の受診が必要であることについては７割以上
が歯科健診をきっかけに知ったと回答している。

セルフケア・意識・知識の変化

歯科健診後の
歯みがきでの心がけ

歯科健診実施後の
お口のケアに関しての意識n=194 n=194

歯科健診をきっかけに
知ったこと n=194

(20)
10.3 

(93)
47.9 

(15)
7.7 

(49)
25.3 

(56)
28.9 

0% 50% 100%

歯ブラシや歯みがき粉を変えた

歯ブラシの動かし方を意識する

ようになった

歯みがきの回数が増えた

歯みがきの時間が長くなった

上記で実施しているものはない

(150)
77.3

(103)
53.1

(109)
56.2

(112)
57.7

(143)
73.7

(3)
1.5

(1)
0.5

0% 50% 100%

口臭の原因である

30歳代でも歯周病になる

痛みがなくても静かに進行す

る

予防やケアには歯みがきの

ほかに歯間ブラシ・フロス…

定期的な歯科医院でのお

口の専門的なチェックやケ…

上記で知っていることはない

無回答

(135)
69.6

(55)
28.4

(51)
26.3

(11)
5.7

0% 50% 100%

丁寧な歯みがき

歯ブラシ以外のお口のケア

用品の使用

歯科医院の受診

その他

《第二九州工場》
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END


